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市政フラッシュ

　
市
は
、
５
月
３
日
〜
23
日
の
21
日
間
に
市

内
で
３
件
の
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
、
４

人
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、５
月
25
日
〜

６
月
３
日
の
10
日
間
、
交
通
死
亡
事
故
多
発

警
報
を
発
令
し
ま
し
た
。

　
市
は
30
日
以
内
に
３
件
の
交
通
死
亡
事
故

が
発
生
し
た
場
合
、
多
発
警
報
を
発
令
し
て

い
ま
す
。
昨
年
５
月
、
６
年
ぶ
り
に
発
令
し

ま
し
た
が
、
今
年
１
月
、
５
月
と
相
次
い
で

　
県
営
三
原
西
部
工
業
団
地
の
惣
定
地
区

（
沼
田
西
町
惣
定
）に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
品
製

造
販
売
の
三
光
化
成
㈱
が
新
工
場
を
建
設
す

る
こ
と
が
決
ま
り
、
先
月
12
日
に
県
庁
で
天

満
祥
典
市
長
を
は
じ
め
、湯
﨑
英
彦
県
知
事
、

同
社
の
細
川
貴
志
社
長
が
出
席
し
、
立
地
協

定
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
工
場
は
、
来
年
４
月
に
着
工
、
10
月
の

操
業
開
始
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
敷
地
面
積

約
１
万
１
，６
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
に
、約
10

億
円
か
け
て
建
設
し
ま
す
。
従
業
員
は
当
初

20
〜
30
人
程
度
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
将

来
的
に
は
50
〜
１
０
０
人
程
度
に
増
員
す
る

計
画
で
、
そ
の
多
く
を
現
地
採
用
す
る
予
定

と
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
８
年
に
完
成
し
た
同
工
業
団
地
に
は

近
年
、中
国
紙
工
業
㈱
や
㈱
サ
ラ
ダ
ク
ラ
ブ
、

発
令
し
ま
し
た
。
市
内
で
は
今
年
に
入
っ
て

７
件
の
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
、
す
で
に

昨
年
１
年
間
の
６
件
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
は
、
①
交
通
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
の
遵
守
②
車
と
比
較
し
て
弱
い
立
場
に

あ
る
高
齢
者・子
ど
も・障
害
者
な
ど
へ
の
思

い
や
り
③
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
装
着・夜
間
の
反

射
材
用
品
の
着
用
、
な
ど
に
引
き
続
き
留
意

し
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

●�

11
日（
土
）～
20
日（
月
）は
広
島
県
夏
の
交

通
安
全
運
動
で
す

　
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
安
全
確

認
を
十
分
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

◎
運
動
の
重
点

・高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・飲
酒
運
転
の
根
絶

【
交
通
安
全
講
習
会
】

　
三
原
警
察
署
で
は
、
交
通
事
故
防
止
の
た

め
、
交
通
安
全
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

内�

容　
子
ど
も
や
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
、
自
転
車
の
安
全
利
用
な
ど

対�

象　
参
加
者
10
人
以
上
の
町
内
会
や
自
治

会
な
ど

※
会
場
の
確
保
や
準
備
は
利
用
団
体
で
行
な

っ
て
く
だ
さ
い
。

問�
い
合
わ
せ
先　
三
原
警
察
署
交
通
課（
☎

０
８
４
８・67・０
１
１
０
）

　
市
消
防
署
は
先
月
15
日
、
皆
実
四
丁
目
の

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
、
事
業
者
と
の
合
同

訓
練
を
実
施
し
、
危
険
物
災
害
発
生
時
の
事

業
者
と
消
防
署
と
の
連
携
体
制
な
ど
を
確
認

し
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
給
油
時
に
静
電
気
の
火
花
が
ガ

ソ
リ
ン
に
引
火
し
た
想
定
で
実
施
。
従
業
員

が
初
期
消
火
と
火
傷
を
負
っ
た
利
用
者
の
救

護
を
行
な
い
、
消
防
隊
は
出
火
車
両
の
消
火

や
周
囲
に
漏
れ
た
油
の
処
理
を
し
ま
し
た
。

　
訓
練
に
参
加
し
た
事
業
所
所
長
の
山
本 

宏

さ
ん
は「
日
頃
か
ら
危
険
物
の
取
り
扱
い
に
は

注
意
し
て
い
る
が
、万
が
一
の
事
故
に
備
え
、

も
っ
と
安
全
意
識
を
高
め
た
い
」と
語
り
ま
し

た
。

　
消
防
署
で
は
、
事
業
所
と
連
携
し
、
危
険

物
災
害
の
発
生
防
止
、
災
害
へ
の
対
応
力
向

上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

高
砂
香
料
工
業
㈱
が
相
次
い
で
立
地
し
ま
し

た
。
今
回
の
進
出
は
６
社
目
で
、
分
譲
率
は

91・６
％
と
な
り
ま
し
た
。

交
通
死
亡
事
故

多
発
警
報
を
発
令

危
険
物
災
害
を
想
定
し
た

消
防
訓
練
を
実
施

西
部
工
業
団
地
に

三
光
化
成
の
進
出
が
決
定

▲�県庁での調印式にのぞむ天満祥典市長

▲�危険物災害を想定して訓練
しました

▲�市や警察による現場検証のようす（八坂町）

�問い合わせ先


